
▲熱弁する桐生純子氏

　連合愛知青年委員会は９月１６日、名鉄グランドホテル

において、各構成組織から若年層組合員９５名の参加を

得て「２０１１ユース・フォーラム」を開催した。このユース・

フォーラムは、若年層組合員が連合愛知および連合愛

知青年委員会の諸活動に対する理解を深めるとともに、

構成組織を越えた若年層組合員による交流の促進、さ

らには、幅広い視野をもった次代を担う人材の育成を

図ることを目的として開催している。

　冒頭、土肥事務局長のあいさつに引き続き、青年委

員会の鈴木委員長が、１万人総決起集会リハーサルや

ふれあいフェスティバル、ECOとやろう！キャンペーン

など、２０１１年度の主な活動について報告を行った。続

いて、コミュニケーションアドバイザーの桐生純子氏か

ら「アサーショントレーニング」と題した講演をいただ

いた。講演では、参加者同士でペアを組んで相手への

配慮＋率直な気持ちが伝わる効果的な伝え方を練習し

たり、日頃の自己表現を振り返ったりするなどの活動が

行われ、参加者は楽しみながらコミュニケーションの重

要性について学ぶことができた。事後のアンケートには、

「現在コミュニケーションのことで悩んでいたが、話し

たつもりなのにわかってもらえなかったことは自分にも

原因があったんだとわかり、スッキリした」「今までの自

分のコミュニケーションスタイルを改善できるチャンス

が得られた」「他の労組の方と交流できる良い機会だっ

た」といった感想が多く見られた。

●参加者全員で記念撮影！

参加者の声（アンケートより）
○ひとつの言葉でも、とらえ方が違うことに気づかせてくれた。
○コミュニケーション力が強く求められる現代において、自分自
身の確認と何を目指すべきかを学ぶことができた。
○わたしはどちらかというと会話が受身なので、先生のお話を聞
いて、自分の思っていることを伝えていこうと思うようになった。



▲大塚氏による講演

　連合愛知は９月２６日～２７日、名古屋クラウンホテルに

おいて「２０１１地域活動交流研修会」を開催した。地域

協議会運動の強化と地域協議会役員の研修・交流を目

的に実施しているこの研修会

には、神野会長をはじめ、各地

域協議会の代表など４６名が参

加した。

　神野会長のあいさつに続いて、

参議院議員である大塚耕平氏

による「政治情勢と経済・雇用

対策について」と題した講演

が行われた。講演では、国政、

経済、産業動向について幅広

い話を聞くことができた。そ

の後、土肥事務局長から連合

愛知２０１２～１３年度活動方針

（案）について説明をし、続い

て各地域協議会から２０１１年度

の活動報告を行った。

　研修会を通して参加者は、

互いの地協における取組みに

ついて理解を深めるとともに、地域に根ざした顔の見

える運動を前進させるべく、地域協議会が担うべき役

割について認識を再確認することができた。

　連合は、北方領土問題の早期解決などによる日本と

ロシアの平和と友好を求めて、９

月９日～１２日にわたって「２０１１

平和行動ｉｎ根室」を開催した。

これを受けて、連合愛知は浅井

副会長を団長とする１７名の団

を編成し、この平和行動に参加

した。

　１０日には、北海道立北方四島

交流センターにおいて、「ふるさ

と北方四島への思い」「北方四

島を返還するために」など５つ

のセミナーが開催され、参加者

はそのうち２つを受講した。１１

日には「２０１１平和ノサップ集会」

に参加し、連合・南雲事務局長の

あいさつや元島民の訴えに続い

て、北方四島の一括返還を求め

る集会宣言が採択された。参加した組合員は、北方四

島が日本固有の領土であることを再認識し、早期返還

への想いをいっそう強くした。

「２０１１平和行動ｉｎ根室」の参加者▲



【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交

　代する。

　　委員関係　

　　 委員会名　  構成組織名　     新　         旧

　  組織・財政検討　サービス　
佐藤正樹　松井正和

　　　委員会　　流通連合

  　政治センター幹事会　     〃　          〃　          〃

　  中小・雇用労働委員会　情報労連　松本佳典　多川春巳

　  メーデー企画委員会　電力総連　河村真一　飯田　豊

　　青年委員会　  ＪＰ労組　伊藤好紀　戸谷裕昭

　　女性委員会　ＵＩゼンセン同盟　近藤栄子　作埜三貴

３．２０１１年度会計決算報告および監査報告について

４．２０１２年度地協交付金について

５．第２３回定期大会の議事内容および役割分担・日

程について

６．組織拡大支援制度に基づく支援金の交付について

７．構成組織の組織拡大について

８．２０１２年度「法律相談（無料）」実施について

９．労働相談センター業務委託の継続について

１０．第４期労働審判員の選出について

１１．第３８回「あしながＰウォーク１０」への協力につ

　いて

１２．「部落解放愛知県共闘会議」第３６回定期総会へ

　の参加について

【議　　事】
１．各種審議会・委員会などへの派遣について

２．常滑市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１１年１１月２０日（日）　　　

　　推薦候補者：片岡憲彦（かたおか　のりひこ）

　　　　　　　〔無所属・現１〕

３．台風１２号被害に対する義援金について

４．２０１１年度剰余金処分案について

５．２０１２年度活動方針（案）について＜活動の基調・

　具体的活動方針＞

６．２０１２年度予算（案）について
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待って並ぶ皆さん

日本大震災の発生を受け、組合員とその家族の

防災意識の向上につなげようと、「防災を学ぶ

ファミリーの集い」を、のんほいパーク（豊橋総合動植

物公園）で開催。豊橋市の防災危機管理課の職員によ

る講演＆防災に関する○×ゲームでは、参加者一同、頭

をひねりながら一生懸命に答えていました。最後まで

残ったグループには勝利者賞が渡され笑顔がはじけて

いました。その後、大抽選会。メーデーの開催が中止に

なったこともあって、参加者の皆さんは３カ月ぶりの待

望の抽選会となりました。今年は防災グッズや被災地（東

北地方）を支援する特産品など趣向を凝らした賞品が

いっぱいで当たった人は大喜びでした。なお、参加者全

員からは被災地支援の義援金を募集し、これまでの助

け合いカンパと合わせて１４５，６２１円を中日新聞事業会

を通じて被災地へ送らせていただきました。

年６月、豊橋地協は結成２０周年を迎えましたが、

これを記念する行事として、「躍進のつどい～

講演＆祝賀の夕べ～」を開催。第１部は、寺島実郎氏を

迎えての「世界の構造転換と日本。今、何を変革の起

点とすべきか」と題する講演会。「２０１１年を日本創生

の起点とすべきであり、若者が参画する仕組みやきっ

かけが必要」などと、震災後の日本の進むべき道筋が

明らかにされました。続く祝賀会は、歴代の代表をは

じめ、豊橋市長、森本代議士など多くのご来賓のご臨

席を賜り、約２００名の参加者のもとで盛大に開催。３０

周年にむけた豊橋地協の躍進を目指す会となりました。

年で５回目を迎える「夏休みふれあいコンサート」

が、恒例によってライフポートとよはしで開催さ

れました。昨年から組合員とその家族以外の一般市民

の皆さんにも参加してもらおうと豊橋市内の文化施設

や新聞などを通じて呼びかけました。新聞報道のその

日から電話が殺到。事務局はその対応に追われて大変

でしたが、豊橋交響楽団やクラシックファンの皆さんに

は大いに喜んでいただけました。また、演奏された曲目

は映画音楽など身近なものも多くて大人気。早速、来年

もよろしく！といった声が寄せられています。


